
- 15 -

施設全体の景観整備におけるルールとポイント
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配色計画と素材の選定
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４.　施設全体の景観整備におけるルールとポイント

写真提供：ピクスタ 写真提供：ピクスタ 写真提供：ピクスタ 写真提供：ピクスタ

沖縄には、自然のパワーがみなぎるスポットが数多く存在する。その姿は悠久の時間を経て形成されたもので、それら

を模して（たとえば擬岩・擬木といった）人工的な素材による再現を試みても、到底本物の力強さに及ばない。

そこで沖縄こどもの国における景観整備においては、配色計画、表現手法や人工素材の採用のルールづけを行い、明確

な方針をもって取捨選択していくものとする。

沖縄こどもの国が持つ資源であり、利用者に都市型公園としての

憩いをもたらす「自然の緑」をベースカラーとして活かし、それ

らをより映えさせるためのアクセントカラーを設定する。

このアクセントカラーの配色は、施設の多様性の魅力として設定

し、各ゾーン毎の「デザインテーマ」に沿って計画していく。

沖縄こどもの国の資源である

緑（自然）
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